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『法人全体のトピックス』

㋐ 生成AIを活用した創薬・治療システムの構築

NIBIOHNの培ってきたマイクロバイオｰムやプロテオームに係る解析技術や霊長類医科学研究センターといっ
た生物資源に係る研究成果と生成AIを活用することで、患者還元や臨床志向を実現するための新たな創薬や治
療、健康栄養システムの構築を実現する。（令和５年度より準備を開始、令和６年度より本格的に始動）

①生成AIを活用した患者還元型・臨床指向型の循環システム

②霊長類モデルを用いた全ゲノム解析と生成AIによる疾患関連遺伝子の同定と医薬品開発への応用

所内研究者が基礎研究に関する幅広い知識を得るなど、人材の育成を目的に所外から講師を招き開催。
連携医療機関、関西医薬品協会へもオンライン公開し、多くの医科学研究関係者に最先端の識見に触れる機
会を共有している。

・令和５年度：１２回開催、令和６年度：１１回開催

㋑ ＮＩＢＩＯＨＮセミナー
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㋒ 一般公開

国民（特に近隣住民）の理解及び信頼を確保するために、取組内容等を発信し、子どもたちを中心とした、
幅広い世代に科学の素晴らしさや楽しさを伝えるために開催する。

①医薬基盤研究所

②国立健康・栄養研究所



新薬研究開発過程における有効性、安全性、予測性の向上のために、詳細な臨床情報と患者検体を計画的に収集し、ゲノム解析、プロテオーム
解析、マイクロバイオーム解析など質の高いデータのAI解析により、患者層別化に有用な各種マーカーをリアルタイムに特定する。これらを医療
機関と連携して実施し、患者還元型・臨床指向型AI創薬研究に資するプラットフォームを構築し、医学研究・創薬の活性化と医師・研究者の育成
を図る。システム構築にあたり、生成AIを用いることにより、臨床情報収集システムの開発、各種アルゴリズムの開発、会話型システムの開発に
おいて、事業内容の拡大・充実を図る。

㋐ー①『生成AIを活用した患者還元型・臨床指向型の循環システム』

患者によって効果が大きく
異なる薬剤に対し、奏功す
る患者を選択するための
バイオマーカーを作成

２  事業スキーム・実施主体等

１  事業の目的

データ統合

AI解析

各種データベース 文献情報

検体の提供

データ入力

情報をタイムリーに
治療にフィードバック

病変組織・正常組織、
血液、尿、便等のゲノム解析
プロテオーム解析
マイクロバイオーム解析

診療情報の提供

疾患や投薬などによる変化や刺激に
注目し、即時的・経時的に収集

薬効が望まれる層の患者を
対象に臨床試験を実施

治療満足度の高い
治療薬の創製

いつでも
アクセス可能に

・臨床試験における成功率のアップ
・創薬の経費・期間の大幅縮減

・個別化医療の実現
・患者のQOLの改善

企業・アカデミア

大阪国際がんセンター
大阪母子医療センター

国立研究開発法人
医薬基盤・健康・栄養研究所

・AI解析システムの構築
・研究成果を社会実装し、
イノベーションを創出
できる人材の育成

生成AI

生成AI

生成AI 生成AI

生成AI 生成ＡＩの活用分野

①

②

③

⑤

開発支援

生成AI

④

効率的な医薬品開発
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㋐ー①『生成AIを活用した患者還元型・臨床指向型の循環システム』

リアルタイムでの臨床情報収集

3

院内バックアップを兼ねた
クラウドデータベース

個人情報を厳密に管理

診療情報
（家族歴・既往歴・治療経過・

服薬歴・検値・画像等）

ランサムウエア対策としての
即時性のバックアップが必要

API・構造化

夜間の安価な電気を用いて
バックアップを作成

災害やサイバー攻撃にも強いデータベース
医療の質を向上させるためのデータベース
AIによる産業力アップのためのデータベース

患者に即時還元できるデータベース

（１）ベンダーに縛られない
臨床データベースの構築

（２）ランサムウエア対策
（３）大震災対策

一挙四得のデータベース

患者

AIアバターによる
説明同意取得（現場の負担軽減）

国民・患者目線で考えた
医療情報データベースの重要性

１．旅行中・出張時での急病
２．引っ越しをしても情報共有
３．自由なセカンドオピニオン
４．人為的ミスの回避
５．最適な医療の提供

電子カルテ情報の自動収集と非常時のバックアップ

大阪国際がんセンター

診療情報

構造化された
クラウドデータ

ベース

API

自動データ転送

災害時

ランサムウエア被害時診療の継続が可能
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加齢

肥満

遺伝性疾患

全ゲノム解析

系統樹管理・遺伝的統御されたカニクイザルコ
ロニーのゲノム解析・デーベース構築

生成AIを活用した
人の難病などの病因遺伝子同定

カニクイザル・ヒトデータを
用いた双方向の解析

霊長類モデルによる非臨床試験・有効性評価

医薬品開発
難病・ヒト疾患情報
データベースの活用

DB

DB

１  事業の目的

生成AIによる解析
• 系統樹を用いたゲノム解析を実施
• 疾患原因遺伝子・リスク要因を同定
• 疾患家系解析による変異率算出

カニクイザルコロニー：人と同様に遺伝子性疾患を発症し、系統管理されている。加齢に伴う変化や肥満に伴う代謝異常もカニクイザルで人と
同様に認められ、高齢サルグループや肥満グループについても維持管理されている。

カニクイザル全ゲノム析解析とDB構築
遺伝性疾患の解析
• 黄斑変性症・網膜色素変性症
• 拡張型・肥大型心筋症
• 重度肥満・糖尿病・高脂血症
その他疾患
• 不妊・発育不全
• 加齢性変化
• 感染症

医薬品開発の加速
• 創薬ターゲットの決定
• 霊長類モデルを用いた非臨床試験に直結した
有効性評価

カニクイザル・ヒト疾患データと直結した創薬研究

２  事業スキーム・実施主体等

㋐ー②『霊長類モデルを用いた全ゲノム解析と生成AIによる疾患関連遺伝子の同定と医薬品開発への応用』

国内唯一の霊長類センターである霊長類医科学研究センターでは、カニクイザルを完全な自家繁殖により系統を維持し、SPF化でカニクイザルコ
ロニー（約2,000頭）を有している。カニクイザルは遺伝学的にも人に近く、人の遺伝性疾患や生活習慣病等に類似した病気を発症する。霊長類研
究センターでは、数世代にわたる系統を維持しており、網膜黄斑変性症・色素性網膜変性症や拡張型＋肥大型心筋症の系統も維持していることから、
全ゲノム解析データを生成AIを活用した疾患原因遺伝子や疾患リスク要因遺伝子の特定を行う。同じ疾患を持つ難病患者の全ゲノム解析によって得
られた情報と比較して、サルーヒトの双方向の情報活用を行い、速やかに非臨床試験などにつなげ、医薬品開発へ応用することを目指す。
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㋐ー②『霊長類モデルを用いた全ゲノム解析と生成AIによる疾患関連遺伝子の同定と医薬品開発への応用』

病理学的に人の拡張型／肥大型心筋症を反映するサルのモデル

カニクイザル拡張型心筋症及び肥大型心筋症家系の解析

これ以外にも黄斑変性症・網膜色素変性症・高度肥満／高脂血症（同一の餌）・子宮内膜症・βアミロイド沈着
（アルツハイマー病関連）・発達障害などのモデルサルの全ゲノム解析を進めている。
新規治療薬の開発＝速やかな前臨床試験、発症前のバイオマーカー探索、介入試験
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令和５年度：１２回

４月 シカゴ大学 教授 ハンス・シュライバー

５月
東京大学大学院 新領域創成科学研究科 複雑形質ゲノム解析分野 
教授 鎌谷 洋一郎

６月 京都大学iPS細胞研究所(CiRA) 名誉所長・教授 山中 伸弥

８月
東京大学医科学研究所 ヒトゲノム解析センター
センター長 井元 清哉

９月 国立がん研究センター 医療AI研究開発分野 分野長 浜本 隆二

10月 京都大学 消化管外科 教授 小濱 和貴

11月
米国Mayo clinic 
①池津 庸哉 ②池津 聖子

12月

島津製作所 記念質量分析研究所 所長 田中耕一

NHK解説員 籔内 潤也

１月
独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）
理事長 藤原康弘

２月 国立成育医療研究センター 病院長 笠原 群生

3月 東京大学大学院医学系研究科 遺伝情報学 教授 岡田 随象

４月
田中医療創造研究所 代表
京都大学 名誉教授 田中 紘一

５月 東京大学医科学研究所 ヒトゲノム解析センター 教授 武藤 香織

６月
大阪大学ワクチン開発拠点 先端モダリティ・ドラッグデリバリーシス
テム研究センター 審良 静男

７月
国立がん研究センター がんゲノム情報管理センター（C-CAT）
センター長 河野 隆志

９月
国際医療福祉大学 副学長
東京大学 名誉教授 小室 一成

10月
東京大学大学院医学系研究科 国際保健学専攻人類遺伝学分野
教授 藤本 明洋

11月 虎の門病院 院長 門脇 孝

12月 がん研究会有明病院 顧問 医療情報部長 小口 正彦

１月 大阪大学免疫学フロンティア研究センター 特任教授 坂口 志文 

２月 京都大学iPS細胞研究所(CiRA) 特定拠点教授 戸口田 淳也

3月
国立大学法人山口大学大学院医学系研究科 免疫学講座 教授
細胞デザイン医科学研究所 所長 玉田 耕治

令和６年度：１１回

㋑『NIBIOHNセミナー 開催実績』
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㋒ー➀『医薬基盤研究所の一般公開』

■医薬基盤研究所（彩都）

11月19日（日）：約1,200名来場

■医薬基盤研究所（彩都）

11月23日（土）：約1,200名来場

令和５年度 令和６年度 【令和５年度】

【令和６年度】
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㋒ー②『国立健康・栄養研究所の一般公開』

■国立健康・栄養研究所（建都）

11月26日（日）：約650名来場

■国立健康・栄養研究所（建都）

11月17日（日）：約2,100名来場

令和５年度 令和６年度 【令和５年度】

【令和６年度】
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